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Chef 
「クラウドでインフラがソフトウェアになったなら、プロビジョニングもコー
ドで書けばいいじゃない」 



“Infrastructure as Code” 

•  プログラマブルなインフラ 

–  Vagrant、Puppet、Chef 

–  Amazon Cloud Formation、Amazon OpsWorks 



DevOps 



Chef によるオートメーション 



Chefの守備範囲 

•  インスタンス立ち上げ後、アプリケーションデプロイ前 

–  × インスタンスを立ち上げる 

–  ○ ネットワークを設定する 

–  ○ パッケージ入れる 

–  ○ ユーザー作る 

–  ○ サービス設定して起動する 

–  ○ t1.micro にスワップ作る 

–  △ Railsアプリケーションをデプロイする 



Chef is not only 自動化ツール 

•  Chef = システムを「あるべき状態」に収束させるフ
レームワーク 

–  サーバー構築を自動化する = 目的の状態にする 

•  ↑こればかりに着目しがち 

–  中途半端な状態のサーバーをあるべき状態にする 

–  過去のAMIスナップショットから作ったインスタンスを、今現
在の状態に追いつかせる 

–  障害対応で一時的に設定を変えた各種状態をもとに戻す 

–  共有している個人開発用VMに、他の開発者が変更した状態を適
用する 



Chefのワークフロー 

•  「レシピ」を Ruby で書く 

•  knife-solo などで実行 

–  rysnc でレシピを転送 

–  chef-solo がそのレシピを実行 

–  サーバー構成が定義した状態に収束 

•  git commit 



Chef + Github 
「プロビジョニングをコードで書いたならバージョン管理して Social Coding 
すればいいじゃない」 



インフラを 
バージョン管理 



インフラを 
Social Coding 



serverspec 
「コードで書いたんだったらテストも書けばいいじゃない」 



Vagrant + Chef + serverspec で TDD 



インフラのCI 

via	  http://mizzy.org/blog/2013/03/27/1/ 
Ukigumo + serverspec + Puppet による継続的インテグレーション 

「テスト書いたんだったら継続的インテグレーションすればいいじゃない」 



DevOpsのいま 

•  「インフラも Social Coding」 

–  Infrastructure as Code 

–  Github 

–  TDDと継続的インテグレーション 

インフラの構築も Pull Request で、Social Coding で。 
「各個人の手順書」という暗黙知から 

「共有されたソースコード」という形式知へ 


